
Ｊ
Ｒ
東
海
労
は
６
月
９

日
、
名
古
屋
市
内
で
第

回
35

定
期
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

３
月
１
日
に
水
野
良
則
さ

ん
、
同
月

日
に
寄
本
智
さ

25

ん
、
そ
し
て
５
月

日
に
池

21

田
裕
生
さ
ん
が
Ｊ
Ｒ
東
海
労

に
加
入
し
ま
し
た
。
今
年
に

入
り
、
３
名
の
組
織
拡
大
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
組
織
拡
大
は
、
私

た
ち
の
当
た
り
前
の
労
働
運

動
が
結
実
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
全
組
合
員
で
３
名
の

加
入
を
歓
迎
し
、
共
に
当
た

り
前
の
労
働
運
動
を
歩
む
こ

と
を
確
認
す
る
大
会
に
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

第

回
定
期
大
会
以
降
１

33

年
間
、
私
た
ち
は
職
場
の
問

題
を
中
心
に
、
闘
い
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
本

人
の
同
意
な
き
一
方
的
休
日

出
勤
の
指
定
に
対
す
る
闘

い
、
年
休
裁
判
や
診
断
書
強

要
都
労
委
な
ど
を
重
用
課
題

と
し
て
闘
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
共
通
点
は
、
会
社
が
労

働
協
約
・
就
業
規
則
、
労
働

基
準
法
を
恣
意
的
解
釈
し
た

こ
と
で
、
社
員
が
不
利
益
を

被
っ
た
こ
と
で
す
。

本
人
の
同
意
な
き
一
方
的

休
日
出
勤
の
指
定
に
対
し
、

職
場
内
外
で
あ
ら
ゆ
る
闘
い

を
展
開
し
ま
し
た
。
本
部
は
、

申
し
入
れ
や
交
渉
を
強
化
し

て
き
ま
し
た
。
職
場
で
は
、

苦
情
申
告
や
会
社
へ
の
抗
議

を
行
い
、
追
加
年
休
申
請
を

取
り
組
み
ま
し
た
。
社
会
的

に
は
、
友
誼
単
産
・
単
組
や

国
会
議
員
へ
の
説
明
な
ど
、

幅
広
い
闘
い
を
全
力
で
展
開

し
ま
し
た
。
こ
の
闘
い
に
よ

り
、
会
社
の
休
日
出
勤
の
扱

い
が
違
法
で
あ
る
こ
と
が
国

会
議
員
か
ら
指
摘
さ
れ
、
改

め
て
Ｊ
Ｒ
東
海
労
の
運
動
の

正
し
さ
が
証
明
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
私
た
ち
は
、
年
休

裁
判
な
ど
の
闘
い
と
結
合
さ

せ
、
会
社
が
こ
の
間
主
張
し

て
き
た
労
働
協
約
や
労
働
基

準
法
の
解
釈
の
矛
盾
点
を
明

ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
年

休
裁
判
で
会
社
が
提
出
し
た

準
備
書
面
記
載
の
主
張
が
、

通
用
し
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
新
幹
線
乗
務

員
の
年
休
５
日
前
確
定
、
予

備
勤
務
者
の
勤
務
５
日
前
確

定
に
対
し
、
会
社
は
「
臨
時

列
車
対
応
」
と
苦
し
い
言
い

訳
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

臨
時
列
車
は
年
間
の
運
行
計

画
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
と
、
正
当
な

主
張
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
会
社
は
毎

月

日
の
勤
務
発
表
時
に
確

25
定
し
た
年
休
や
勤
務
を
明
記

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し

た
。こ

れ
は
、
今
ま
で
当
た
り

前
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
っ
た
こ
と
で
す

が
、
私
た
ち
の
闘
い
な
く
し

て
は
実
現
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の

闘
い
に
よ
り
成
果
を
勝
ち
取

り
、
運
動
の
広
が
り
は
確
実

に
前
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
月

日
「
新
し

19

い
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直

し
」
が
会
社
よ
り
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

歳
定
年
制
の
導

65

入
を
は
じ
め
、
賃
金
や
表
彰

制
度
な
ど
が
抜
本
的
に
変
え

ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
制

度
の
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め

に
、
現
在
闘
い
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
後

も
こ
れ
ら
の
課
題
に
真
剣
に

立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

第

回
定
期
大
会
で
は
、

35

多
く
の
成
果
を
勝
ち
取
っ
た

闘
い
を
全
体
で
教
訓
化
し
、

今
後
も
さ
ら
に
全
組
合
員
で

闘
っ
て
い
く
た
め
に
、
意
思

統
一
を
図
っ
て
い
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
組

合
員
の
結
集
を
お
願
い
し
ま

す
。
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大
阪
第
二
運
輸
所
の
池
田

裕
生
さ
ん
（

歳
）
が
５
月

59

日
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン

21を
脱
退
し
Ｊ
Ｒ
東
海
労
に
加

入
し
ま
し
た
。
水
野
良
則
さ

ん
、
寄
本
智
さ
ん
に
続
き
、

今
年
で
３
名
の
組
織
拡
大
を

実
現
し
ま
し
た
。
当
日
池
田

さ
ん
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
の
事
務
所
に
自
ら
出
向

き
、
脱
退
届
を
出
し
て
き
ま

し
た
。

池
田
さ
ん
は
、
寄
本
さ
ん

と
同
様
、
車
掌
長
と
い
う
重

要
な
職
務
に
就
い
て
い
ま

す
。
新
幹
線
車
掌
業
務
見
直

し
（
車
掌
３
人
か
ら
２
人
体

制
）
に
よ
り
、
車
掌
の
労
働

密
度
は
飛
躍
的
に
増
加
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
昨
年

月
か
ら
本
人
の
同
意
な
き

10一
方
的
休
日
出
勤
の
指
定
が

再
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
職
場
問
題
に
対
し
、
組

合
員
・
社
員
の
立
場
に
立
っ

て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る

Ｊ
Ｒ
東
海
労
を
、
池
田
さ
ん

は
選
び
ま
し
た
。

一
方
、
池
田
さ
ん
が
脱
退

届
を
提
出
し
た

分
後
、
現

15

場
の
植
松
助
役
が
池
田
さ
ん

の
自
宅
に
電
話
で
介
入
を
し

て
き
た
の
で
す
。

本
人
の
同
意
な
き
一
方
的
休
日
出
勤
の
指
定
反
対
！

「
新
し
い
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
」
改
悪
反
対
！

第

回
定
期
大
会
に
結
集
し
よ
う
！

35

水
野
さ
ん
、
寄
本
さ
ん
に
続
き
３
人
目

大
二
運
・
池
田
裕
生
さ
ん
、

Ｊ
Ｒ
東
海
労
に
加
入

第34回臨時大会より



平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
５
・
３
憲
法
集
会
実
行

委
員
会
主
催
、
戦
争
さ
せ
な

い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か

り
行
動
実
行
委
員
会
、
安
倍

９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
の
「
２
０

１
９
平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
５
・
３
憲
法
集
会
」
が

５
月
３
日
、
有
明
防
災
公
園

（
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
全
国
か
ら
６
万

５
千
人
が
結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労
は
Ｊ
Ｒ
総
連
の
仲
間
１

６
０
人
と
共
に
、
新
幹
線
地

本
組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
積
極
的

に
参
加
し
ま
し
た
。

立
憲
民
主
党
枝
野
幸
男
代

表
、
社
民
党
又
市
征
治
党
首
、

日
本
共
産
党
志
位
和
夫
委
員

長
、
国
民
民
主
党
玉
木
雄
一

郎
代
表
、
参
院
会
派
「
沖
縄

の
風
」
伊
波
洋
一
議
員
が
壇

Ｏ
Ｂ
会
は
５
月

日
、
静

16

岡
労
政
会
館
で
第

回
定
期

20

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
島
会
長
は
、
挨
拶
で
「
本

総
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

全
国
の
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
届
き
連

帯
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
労

Ｏ
Ｂ
会
を
Ｊ
Ｒ
東
海
労
結
成

か
ら
す
ぐ
に
立
ち
上
げ
た
。

葛
西
名
誉
会
長
は
脅
威
を
感

じ
た
だ
ろ
う
。
第
三
者
機
関

活
用
で
い
く
つ
も
勝
利
判
決

を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
職
場

闘
争
と
法
廷
闘
争
を
リ
ン
ク

さ
せ
て
闘
っ
て
い
る
。
そ
の

現
れ
と
し
て
３
月
１
日
に
水

野
さ
ん
、
３
月

日
に
寄
本

25

さ
ん
が
加
入
し
た
。
こ
れ
で

平
成
採
３
名
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
を
新
た
な
出
発
点
に
し

よ
う
。

ス
ト
ッ
プ
・
リ
ニ
ア
！
訴

訟
で
は
、
原
告
に
な
る
こ
と

や
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
傍
聴
券

獲
得
に
参
加
し
て
連
帯
し
て

い
る
。
４
月

日
に
は
楠
さ

21

ん
が
４
期
目
の
当
選
を
果
た

し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
列
車

の
自
動
運
転
試
験
を
開
始

し
、
運
転
士
な
ど
士
職
を
剥

奪
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
東
海
に
お
い
て
は
、
新
し

い
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直

４
月

日
、
小
倉
～
博
多

29

間
走
行
中
の
「
の
ぞ
み
１
号
」

（
Ｊ
Ｒ
東
海
所
属
Ｎ
７
０
０

系
Ｘ

編
成
）
が
、
モ
ニ
タ

54

に
「
伝
送
不
良
」
の
ポ
ッ
プ

ア
ッ
プ
が
表
示
さ
れ
、
不
審

に
思
っ
た
運
転
士
が
平
坦
な

区
間
で
惰
行
（
自
動
車
で
例

え
る
と
、
ア
ク
セ
ル
を
離
し

ギ
ア
を
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
し

た
状
態
）
し
た
と
こ
ろ
、
速

度
が
１
１
５
㎞

か
ら
１
１

/h

８
㎞

に
上
昇
す
る
と
い
う

/h

前
代
未
聞
の
事
態
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
博
多
総

合
車
両
所
内
で
、
ノ
ッ
チ
オ

フ
・
ブ
レ
ー
キ
緩
解
の
状
態

で
０
㎞

か
ら

㎞

ま
で

/h

17

/h

上
昇
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
原
因
を
調

査
し
、
労
働
組
合
に
対
し
て

「
２
号
車
の
主
変
換
装
置
に

不
具
合
が
あ
り
、
東
海
に
お

い
て
メ
ー
カ
ー
と
調
査
中
で

あ
る
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

ノ
ッ
チ
を
投
入
し
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
勝
手
に
力
行
す

る
と
い
う
安
全
を
脅
か
す
事

態
は
、
新
幹
線
開
業
以
来
初

め
て
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
事
態
に
対
し
て
Ｊ

Ｒ
西
日
本
は
、
労
働
組
合
と

の
労
使
協
議
に
お
い
て
、「
同

様
の
事
象
が
発
生
し
た
場
合

の
取
扱
い
」
と
し
て
、
①
直

ち
に
停
止
手
配
を
取
る
と
共

に
、
Ｖ
Ｃ
Ｂ
（
真
空
遮
断
機

：
架
線
か
ら
の
電
気
を
遮
断

す
る
装
置
）
を
「
切
」
と
す

る
こ
と
、
②
上
記
の
取
扱
い

を
行
っ
て
も
力
行
状
態
が
継

続
し
た
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｇ
Ｓ

（
保
護
接
地
ス
イ
ッ
チ
：
架

線
電
源
を
強
制
的
に
停
電
さ

せ
、
付
近
を
走
行
中
の
列
車

に
非
常
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

停
止
さ
せ
る
装
置
）
を
投
入

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
実
施
時
期
は
今
年
５

月
中
旬
以
降
準
備
出
来
次
第

と
し
、
関
係
規
程
類
は
改
訂

す
る
対
策
を
社
員
に
伝
達
す

る
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
事

態
を
招
い
た
車
両
が
Ｊ
Ｒ
東

海
所
属
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

社
員
（
運
転
士
や
車
両
検
査

担
当
）
に
は
、
事
故
が
あ
っ

た
こ
と
す
ら
隠
し
続
け
て
い

ま
す
。
新
幹
線
地
本
お
よ
び

新
幹
線
関
西
地
本
と
関
係
分

会
は
、
会
社
に
事
故
の
説
明

を
求
め
る
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

ン
ジ
リ
ア
ニ
ン
グ
㈱
（
Ｓ
Ｅ

Ｋ
）
東
京
支
社
長
が
運
転
す

る
車
が
交
通
標
識
に
激
突
し

ま
し
た
。
駆
け
つ
け
た
社
員

か
ら
は
、
「
支
社
長
は
酒
臭

か
っ
た
」
と
い
う
証
言
が
あ

り
ま
し
た
。

支
社
長
は
、
事
故
直
後
に

そ
の
場
を
離
れ
制
服
に
着
替

え
た
り
、
大
破
し
た
車
を
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
い
隠
し
た

り
、
折
れ
曲
が
っ
た
標
識
を

立
て
直
そ
う
と
し
た
り
、
警

察
へ
の
通
報
を
し
な
か
っ
た

な
ど
、
不
可
解
な
行
動
を
取

り
ま
し
た
。
会
社
の
説
明
は
、

「
駐
車
し
よ
う
と
し
た
と
き

に
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を

踏
み
間
違
え
て
標
識
に
衝
突

し
た
。
飲
酒
は
し
て
い
な
い
」

と
し
て
い
ま
す
。

会
社
は
隠
蔽
体
質
を
猛
省

し
、
あ
ら
た
め
な
い
限
り
、

重
大
事
故
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
は
大
で
す
。

（２）第４１３号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１９年（令和元年）６月１日

リ
ニ
ア
新
幹
線
を
考
え
る

相
模
原
連
絡
会
主
催
の
学
習

会
が
５
月

日
、
ソ
レ
イ
ユ

25

さ
が
み
で
開
催
さ
れ
、
木
下

委
員
長
が
「
社
内
の
現
状－

働
く
者
か
ら
見
え
る
も
の
、

思
う
事
」
と
題
し
た
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

報
告
内
容
は
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
建
設
の
た
め
に
、

こ
の
間
多
額
の
経
費
節
減
が

行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
、
過

去
の
デ
ー
タ
を
基
に
報
告
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
件
費

削
減
の
た
め
必
要
な
要
員
を

確
保
せ
ず
、
本
人
の
同
意
な

き
一
方
的
休
日
の
指
定
が
さ

れ
て
い
る
実
態
を
説
明
し
ま

し
た
。

人
件
費
削
減
は
リ
ニ
ア
建
設
の
た
め

相
模
原
の
学
習
会
で
報
告

安倍憲法９条改悪反対！
憲法集会に積極的に参加

上
で
「
市
民
と
野
党
の
共
闘

で
安
倍
政
権
を
倒
そ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
衆
院

会
派
「
社
会
保
障
を
立
て
直

し
を
提
案
し
、
労
働
組
合
不

要
論
を
か
ざ
し
な
が
ら
、
労

働
条
件
を
改
悪
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
Ｏ
Ｂ

は
体
に
気
を
付
け
て
、
現
退

す
国
民
の
会
議
」
、
玉
城
デ

ニ
ー
沖
縄
県
知
事
が
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

Ｏ
Ｂ
は
現
退
一
致
で
が
ん
ば
る
！

Ｏ
Ｂ
会
第

回
定
期
総
会
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一
致
で
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
活
発
な
議
論
を

行
い
、
２
０
１
９
年
度
役
員

を
以
下
の
通
り
選
出
し
ま
し

た
。会

長
：
福
島
一
三
（
静
岡
）

／
副
会
長
：
尾
崎
昭
雄
（
新

幹
線
）
、
此
田
進
（
静
岡
）
、

原
春
海
（
名
古
屋
）
、
工
藤

孝
志
（
新
幹
線
関
西
）
／
事

務
長
：
伊
林
敏
（
新
幹
線
）

／
幹
事
：
斉
藤
孝
紀
（
本
部
）

／
顧
問
：
宇
留
生
泰
雄
（
名

古
屋
）

Ｊ
Ｒ
東
海
の
「
の
ぞ
み
１

号
」
事
故
に
み
ら
れ
る
重
大

事
態
の
隠
蔽
は
、
旧
態
依
然

と
し
て
変
わ
っ
て
い
な
い
体

質
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
象

徴
的
な
出
来
事
が
、
昨
年
４

月

日
早
朝
に
発
生
し
た
交

16
通
事
故
で
す
。
新
幹
線
大
井

車
両
基
地
内
で
、
新
幹
線
エ

過
去
に
も
組
織
的
隠
蔽
か

Ｓ
Ｅ
Ｋ
支
社
長
の
飲
酒
運
転
事
故
!?

前
代
未
聞
！
ノ
ッ
チ
入
れ
ず
と
も
加
速

会
社
は
重
大
事
態
を
隠
す
な
！

各地本定期大会のお知らせ
◆新幹線地本第26回定期大会

６月23日10:30 大崎第一区民集会所
◆静岡地本第30回定期大会

７月10日13:30 静岡労政会館
◆名古屋地本第29回定期大会

７月９日11:00 名古屋アビタン
◆新幹線関西地本第25回定期大会

７月７日10:30 大阪シティアカデミー


